
1

授業改善推進
セミナー

千代田町立千代田中学校
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１． 育成を目指す子供の姿

２． 具体的な取組

３． 本日の授業（授業改善）

まとめ

本日の内容
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群馬県教育ビジョン１   育成を目指す子供の姿
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１   育成を目指す子供の姿 令和８年度「学校教育の指針」
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１  育成を目指す子供の姿

学校の思い

見通しと振り返りを用いて学習を自己調整し、

エージェンシーを発揮して主体的に学ぶ生徒を育成したい
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１ 育成を目指す子供の姿

校内研修主題

「自己調整力を高めた生徒の育成」

～教科の特性を生かした効率的な授業デザイン～

授業の質を
髙める

振り返りの質が
高まる

家庭学習へ
つながる

学校で自己調整力を発揮する学び方を学ぶ

その先の学びを
生徒が自ら広げる
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・45分授業の展開

・自己調整タイム

・生徒アンケートの実施

・教科部会の充実

・校内研修

2 具体的な取組



２ 具体的な取組

・めあてと振り返りを必ず設定

・生徒が試行錯誤する時間を確保

・中心発問を精選する

・授業と自己調整タイムをつなげる

４５分授業の展開

具体的な手立ての共有

「５分短縮」ではなく、

「生徒の学びの時間を生み出す」

単元構想の検討

４５分授業で質の高い授業を実現するために、
単元全体を見通した授業設計を行う



自己調整タイム
自分の学びを振り返り、次の学びへつなげる

２ 具体的な取組

①学びを振り返る

③自分の学びを調整する

②次の学びを見通す

授業中・自己調整タイム・家庭・休み時間・隙間時間などに記入

1日の授業後の１５分間

「今日の学び」を振り返る時間

フォーサイト手帳の活用



生徒の実態

① 見通す

２ 具体的な取組
自己調整のサイクル

見通す→実施→省察→次の見通しへ

・前日の振り返りをする
・１日の授業を「どう学
ぶか」見通しを持つ

② 実施する ③ 省察する

次の見通しを持つ

・学びを振り返る
・良かった点・課題点を
見つける

・うまくいかなかった理
由を基に改善策を考え
る

・学び方を自分で選択する
・試行錯誤しながら学ぶ
・仲間と対話・交流する

このサイクルを繰り返し、自分の学びを調整していく

「どう学ぶ？」

今日は
これを頑張

ろう

「やってみる」 「どうだった？」

「次はどう学ぶ？」

もっと
できるかも

次は、
こうして
みよう

次の見通しへ

授業の中で、「見通す・実施する・省察する」経験を積み重ねていく

1
0



２ 具体的な取組

取組の成果を検証する～生徒アンケートの実施～
授業や自己調整の取組による生徒の変化を捉え、授業改善につなげる

教科ごとに実施
→結果を「よりよい授業づくり」に生かす

授業に関するアンケート

〇学習への集中・理解

〇めあてと振り返り

〇自ら学ぶ時間

〇学び方を自分で選択

自己調整に関するアンケート（全校・学年）



授業改善：教科部会の充実

２ 具体的な取組

①個人で振り返る ②教科部会で共有・分析

１学期振り返りアンケート

〇自分の授業を振り返り、
成果と課題を整理する

各教科等における「自己調整力を発揮した生徒」とは？ → ２学期の具体的な授業改善へ

成果や課題を出し合い、
要因を分析する

成果（見られた変容） 課題（今後の改善点）

③生徒の姿から考える

「自己調整力を発揮した
生徒の姿」を基に、改善
の視点を考える

④授業改善へ

・めあてと振り返りを、より効果

的に次の学びにつなげる工夫

・個に応じた適切な支援

・振り返りを基に、次の学習に

つなげようとする姿が見られた

・授業の学びを基に、自ら学習を

広げる姿が見られた



２ 具体的な取組

校内研修

各教科等における「自己調整力を発揮した生徒の姿」

各教科等の学びの中で、自分の学習を調整している生徒の姿を具体化する。

今後は、各教科等で共有した視点を基に、授業実践・振り返りを行い、生徒の主体的に学習に取り組む態度と
して評価につなげていく。

各教科等で、自

己調整力を発揮

した生徒の姿

は？

その姿を生み出

す教師の手立て

とは？
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国語科（３学年）

単元名

「様々な観点で批評したことを基に、

『故郷』を読む意義について語り合おう」

3 本日の授業



３ 本日の授業

言葉への気付きを手掛かりに、考えを吟味しながら、
言語活動に取り組み続けている。

特に現れてほしい子供の姿

国語科
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生徒は前時までに、自ら選択した観点で作品
を読み、作品を理解・解釈したことを基にして自
分なりに作品の価値を見いだしている。

自分が一度捉えた作品の価値に対して、異なる観点を選んだ友
達と交流し、新たな情報を手にする。

本文の叙述や、これまでに自分や友達が理解・解釈したこととを
行き来しながら、新たに手にした情報を取り入れ、作品の価値を
再構成する。



「授業者の困り感」と「校内研修」との関連

授業者が困っていたこと 校内研修で大切にしたこと

16もっと生徒の力を伸ばしたい！



「授業者の困り感」と「校内研修」との関連

ついつい説明が長くなってしまう

めあてと振り返りの質を高めたい

活動することが目的になってしまう

授業者が困っていたこと 校内研修で大切にしたこと

試行錯誤の時間の確保

発問の精選

授業と自己調整タイムをつなげる

めあてと振り返りの場面の設定

「めあて」→「振り返り」→「めあて」のサイクルをつくる

身に付けたい力に絞った思考を保障する

「追究する」過程
授業改善の
３つのカギ

短時間で身に付けたい力に焦点化する
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もっと生徒の力を伸ばしたい！



授業改善の   ① ～短時間で身に付けたい力に焦点化する～

試行錯誤の
時間の確保

発問の精選

言葉への気付きを手掛かりに、

考えを吟味しながら、言語活動に取り組み続け

本時のねらいに向かうための問いを生み出す資料の提示や

活動の演示をした上で、問いを明確にするための発問を行う

単元における本時の位置付けを把握できる

学習計画を掲示する

生徒が活動の見通しを持てるようにし、

るきっかけをつくる
18
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【校内研修との関連】



授業改善の   ② ～身に付けたい力に絞った思考を保障する～

活動の時間を区切らない

身に付けたい力の発揮を促す発問にこだわる
（既習事項のつまずきは個別に支援する）

試行錯誤の
時間の確保

発問の精選

【校内研修との関連】

言葉への気付きを手掛かりに、

考えを吟味しながら、言語活動に取り組み続け

時間を確保した上で、意図的に

ることを促す

19
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授業改善の   ③ ～「めあて」「振り返り」「めあて」のサイクル～

自己調整力の向上

めあてと振り返りの
場面

前時の「振り返り」を本時の「めあて」につなげる

単位時間をつなぐ振り返りの視点を提示する

【校内研修との関連】

言葉への気付きを手掛かりに、

考えを吟味しながら、言語活動に取り組み続け

単元の課題の解決に向けて、自己調整しながら

ることを促す

20

20



実際の授業の様子 ～単元構想～
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知識及び技能(3)オ

・文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの
見方や考え方について考えることができる。 Ｃ⑴イ

・文章を読んで考えを広げたり深めたりして、人間、
社会、自然などについて、自分の意見をもつことが
できる。 Ｃ⑴エ

思考力、判断力、表現力等C(1)イ、エ

・自分の生き方や社会との関わり方を支える読書の意義と
 効用について理解することができる。

本を読んだ感想は持つけれど、その読書が自分
にとってどのような意味があったのかについて
はあまり考えていないな。

作品をもっと対象化して読む読み方ができるよ
うにしたいな。
多様な考えを取り入れて、自分の考えを深めら
れるようにしたいな。

作品を対象化して理解・解釈するためには、観点が必要だな。
異なる観点を使って理解・解釈したことを交流できれば、理解・解釈を深めることができそ
うだな。
理解・解釈したことをもとに、その作品を読むことが自分にとってどのような意味を持つの
かまで考えられるようにしたいな。

単元終了後の生徒の姿を明確にする 身に付けたい力を整理する 単元の活動として具体化する



実際の授業の様子 ～単元構想～
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作品を対象化して理解・解釈するためには、観点が必要だな。
異なる観点を使って理解・解釈したことを交流できれば、理解・解釈を深めることができ
そうだな。
理解・解釈したことをもとに、その作品を読むことが自分にとってどのような意味を持つ
のかまで考えられるようにしたいな。

観点から作品を理解・解釈する

理解
叙述を根拠に、作品に
書かれた事実を読む

→読み手による差が小さい

解釈
理解したことを基に、自分
なりに行間を補って読む
→読み手による差が大きい

理解・解釈したことをもとに、
作品の価値を捉える

作品の価値

作品に内在する
作品固有の性質

作品を読む意義を考える

作品を読む意義

学習者によって異なる、
作品を読むことによって

得られる効果等

批評

※言葉の定義にはこだわりすぎない（生徒の実態に合わせて共有できるレベルで）

意義

単元終了後の生徒の姿を明確にする 身に付けたい力を整理する 単元の活動として具体化する



実際の授業の様子 ～単元構想～

観点から作品を理解・解釈する
理解・解釈したことをもとに、

作品の価値を捉える
作品を読む意義を考える

批評 意義

２ ３・４ ５ ６

理解の土台が必要だ
な。
人物相関図を用いて
作品の全体像を共有
しよう。

それぞれの観点ごと
に読む時間が必要だ
な。
これまでに学んだこ
との中に、使える道
具はないかな。
理解と解釈を往還す
るような手立てとし
て何ができるかな。

複数の観点を結び付
ける時間が必要だな。
複数の観点で理解・
解釈したことを結び
付ける方法を共有す
る必要があるな。

作品の特性を自分に
寄せて、自分なりの
意義を考える時間に
したいな。
「作品の意義」と
「作品を読む意義」
を混同しないように
しなければ。

知・技(3)オ

思・判・表(1)イ 思・判・表(1)エ
指導に生かす評価

単元終了後の生徒の姿を明確にする 身に付けたい力を整理する 単元の活動として具体化する

１

単
元
の
課
題
を
設
定
す
る

７

単
元
の
学
習
を
振
り
返
る



実際の授業の様子 ～「つかむ」過程～
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単元の課題を自分事化すること・単元の学習の見通しを持つこと

これまでに学んだ知識

『故郷』が65年間も教科書に掲載
されているという事実
中学校３年間の国語の集大成に位
置付く教材であること

ねらい

複数の観点で批評したことを基に、『故郷』を読む意義について明らかにしよう単元の課題

どうしたら、「『故郷』を読む意義」に対する問題意識を持てるだろう。

批評する活動を設定したいけれど、どのように『批評する』を生徒と共通理解しよう。
また、どうしたら生徒たちは「批評しよう」って思えるだろう。

情意面からのゆさぶり

これまでの文学的文章の学習で、
「人物像」「構造」「表現の工
夫」「主題」など、さまざまな読
み方を学んできたこと

「なぜこんなにも長く読まれている
のだろう」
「これまで学んだことは、「批評する」
ことにつながるのだね」
「これまでに学んだことを生かせば
よさそうだな」



実際の授業の様子 ～「つかむ」過程～

単元の課題を自分事化すること・単元の学習の見通しを持つことねらい

複数の観点で批評したことを基に、『故郷』を読む意義について明らかにしよう単元の課題

「批評する」際の観点や批評の仕方を例示して、活動のイメージを共有しよう。

単元の学習計画を立てて、単元の見通しを持てるようにしよう。
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批評の仕方
（批評までの流れ）

既習事項

批評の観点学習計画

「単元の流れがわかり、次の時間でど
のように単元の課題に向かっていく
のか整理ができた。次の授業では人
物や心情を大まかに理解する。その
ために家で故郷を読む。」

「今考えた「読む意義」を、観点を基に
書くことができた。この意義が単元を
通してどのように変わっていくのか、
内容を理解して学んでいきたい。」



実際の授業の様子 ～「追究する」過程～

観点から作品を理解・解釈する
理解・解釈したことをもとに、

作品の価値を捉える
作品を読む意義を考える

批評 意義

短時間で身に付けたい力に焦点化する

（ある生徒の振り返り）
回想場面と現実場面で同じ言葉が使
われている理由が分からなかったけ
ど、・・・・・・・・・・・・・・

「つかむ」過程 「追究する」過程 「まとめる」過程

課題を把握する 全体像を捉える → 批評する → 意義を考える 振り返る

（授業前）
生徒の学習状況や前時の振り返りの把握

めあて
複数の観点の批評から『故郷』
の価値をさらに見つけよう

観点ごとに様々な問いが存
在しているな。違う観点同
士の読みが交わるとさらに
読みが深まりそうだな。

Aさんの問いについて、
みんなで考えて
みましょう。

違う観点で活動している
友達の読みを聞くと、

新しい発見が
ありそうだな。

2
6

（導入時）
生徒の問題意識につながる資料等の提示

（導入時）
問題意識に基づいた本時のめあて



実際の授業の様子 ～「追究する」過程～
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観点から作品を理解・解釈する
理解・解釈したことをもとに、

作品の価値を捉える
作品を読む意義を考える

批評 意義

身に付けたい力に絞った思考を保障する

＜活動中＞
・生徒の学習状況を見取る→

正確な理解→叙述を問う（どこに書いてあった？どの言葉から考えた？）５W１Hを問う（誰が言った？どういう順番で起きた？）、など）

解釈の深まり→理解を揺さぶる（もう少し具体的に言い換えてみて。どのくらい変わった？もし～だったらどうなっていた？）

価値の捉え→作品の対象化を促す（私たちの日常に置き換えるとどういうこと？なぜ作者はその表現を用いたのだろう、登場人物をそ

うさせてしまった原因はどこにあるだろう。）

生徒A
作品を正しく
理解していない

生徒B
表面的な理解に
とどまっている

生徒C
価値に至っていない

学習状況に応じて関わる ※想定と関わりの例 2
7

どこに書いてあった？
○○ってどういう意味？
これは誰の言葉？ など

つまりどういうこと？
どのくらい変わった？
もしこの場面が～だったら？

自分に置き換えると？
なぜその表現を用いたのだろう？
この作品を紹介するとしたら？

叙述を
問う

理解を
ゆさぶる

対象化を
促す



実際の授業の様子 ～「追究する」過程～
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観点から作品を理解・解釈する
理解・解釈したことをもとに、

作品の価値を捉える
作品を読む意義を考える

批評 意義

身に付けたい力に絞った思考を保障する

A

B

C

A B C

５分 ５分 ５分

もう言うこと
ないなあ

自分もこう
直したいなあ

もやっとするな。
「ねえ、聞いていい？」

これ、Aさんにも
生かせるかも

Bさんの考えを
参考にしよう

１５分

５分

５分

Aさんは・・・
Bさんは・・・
Cさんは・・・

2
8

Aさんの話を
聞きそびれて

しまった

28



実際の授業の様子 ～「追究する」過程～
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観点から作品を理解・解釈する
理解・解釈したことをもとに、

作品の価値を捉える
作品を読む意義を考える

批評 意義

「めあて」→「振り返り」→「めあて」のサイクルをつくる

前時のふりかえりの確認
↓

本時さらに追究したいことを
明確にし、本時のめあてを立てる

問題意識を高める
↓

本時のめあてを立てる

本時の学習を振り返る
↓

現在地を自覚し、
次時への見通しを持つ

2
9

当時の社会の状況を重ね合わせたら、登場人物の変化の意味が理解できるように
なってきたよ。これを基にして、『故郷』の価値を見いだせるといいな。

『故郷』は、社会が人を変えてしまう現実を描いた作品と言えるのではないかな。
他の観点で読んでいる友達は、『故郷』の価値をどう捉えているのだろう。



実際の授業の様子 ～「まとめる」過程～

30

「つかむ」過程 「追究する」過程 「まとめる」過程

課題を把握する 全体像を捉える → 批評する → 意義を考える 振り返る

『故郷』はなぜ
65年間も教科書に
載り続けているの
だろう。

美しい過去と、荒
れ果てた現在の対比
がはっきりしている
と分かった。・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・。
この物語が、なぜ65
年間も教科書に載り
続けているのか疑問
が深まった。

「人物の役割」に
着目すると、ヤンお
ばさんはただの嫌な
人ではなく、過酷な
社会を生き抜くため
に図々しくならざる
を得なかった人物だ
と気づいた。・・・
・・・・・・・・・
・・・・。

・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・。人物・視点・
描写・背景が組み合
わさって、二人の間
の「厚い壁」が想像
できるように書かれ
ているのだと感じた。

・・・・・・・・
・・・・・・・・・
・・現代でも、世代
やグループなどの間
に「壁」はある。
「歩き出せ」「道を
作れ」というメッ
セージが現代にも生
かせると感じた。

単元を通して故
郷がなぜ65年間も
教科書に載り続け
ているのかを考え
てきた。
これまでは物語

の中に入り込んで
読むだけだったが、
「人物の役割」や
「物語の視点」と
いう観点で読むと、
一歩引いて作品の
仕組みを見る面白
さを感じることが
できた。別の作品
でも、客観的に読
む読み方を試して
みたい。

身に付けた力を一般化する

身に付けた力を次の学びにつなげる

「批評する」「『故郷』を読む意義を考える」を軸に振り返る

何を学んだか
どのように
学んだか



・
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「めあて」→「振り返り」→「めあて」のサイクルをつくる

身に付けたい力に絞った思考を保障する

「追究する」過程
授業改善の
３つのカギ

短時間で身に付けたい力に焦点化する

授業者が困っていたこと 校内研修で大切にしたこと

言葉への気付きを手掛かりに、考えを吟味しながら、
言語活動に取り組み続けている。

特に現れてほしい子供の姿
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